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１．組織の概要

（１）名称及び代表者

高知トヨペット株式会社

代表取締役社長　西山　正晃

（2）所在地

本社、卸団地本店 〒781-0088　高知市北久保2番26号

ヴィユーあさくら 〒780-8077　高知市朝倉西町2丁目13-45

野　市　店 〒781-5232　香南市野市町西野2091番地1

須　崎　店 〒785-0021　須崎市池ノ内645

ヴィユーなかむら 〒787-0019　四万十市具同2703-1

（3）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 常務取締役　　　　 坂本　拓

担当者　 サービス推進室　　小崎　雄太

連絡先     TEL : 088-885-1255    

                FAX : 088-880-0331

                E-Mail : y.kosaki@kochitoyopet.co.jp

（4）事業内容

乗用車・商用車の販売、Ｕ－Ｃａｒの販売、自動車の点検及び修理、損害保険代理業務

生命保険代理業務、携帯電話の販売

（5）事業規模

設立年月日

資本金 48百万円

会計年度 4月～3月

単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高 百万円 5,100 5,202 4,871 3,975 4,013

従業員数 人 118 122 121 130 126

敷地面積（合計） ㎡ 16,193 16,193 16,193 16,193 16,193

延べ床面積（合計） ㎡ 6,195 6,195 6,195 6,195 6,195

新車販売台数 台 1,169 1,169 1,102 919 894

Ｕ－Ｃａｒ販売台数 台 1,029 1,130 1,066 909 622

総整備台数 台 34,051 32,983 32,682 31,533 30,646

(2023年3月31日現在)

1956年11月2日
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２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

（１）対象範囲（認証・登録範囲） 全社（全活動、全組織、全従業員）

本社・卸団地本店 高知市北久保2番26号

ヴィユーあさくら 高知市朝倉西町2丁目13-45

野市店 香南市野市町西野2091番地1

須崎店 須崎市池ノ内645

ヴィユーなかむら 四万十市具同2703-1

乗用車・商用車の販売、Ｕ－Ｃａｒの販売、自動車の点検及び修理

損害保険代理業務、生命保険代理業務、携帯電話の販売

（２）レポートの対象期間 2022年 4月　～　2023年 3月

（３）環境経営レポートの発行日 2023年12月15日

（４）作成責任者 環境管理責任者　坂本　拓

対　象

1. 貧困をなくそう オーガニック

2. 飢餓をゼロに オーガニック、フェアトレード

3. すべての人に健康と福祉を 高齢者雇用

4. 質の高い教育をみんなに 〇 環境教育の実施

5. ジェンダー平等を実現しよう 障害者雇用

6. 安全な水とトイレを世界中に 水道使用、節水、雨水利用

7. エネルギーをみんなに。そしてクリーンに 〇 再生可能エネルギー使用

8. 働きがいも経済成長も 高齢者雇用、障害者雇用

9. 産業と技術革新の基盤を作ろう 低燃費、長寿命化、環境負荷低減

10. 人や国の不平等をなくそう 〇 高齢者雇用、障害者雇用

11. 住み続けられるまちづくりを 〇 CO2削減、エコドライブ

12. つくる責任、つかう責任 〇 コピー用紙削減、環境配慮工事

13. 気候変動に具体的な対策を 〇 CO2削減、省エネ、環境配慮工事

14. 海の豊かさを守ろう 下水道、排水処理の場合

15. 陸の豊かさも守ろう 〇 緑化、植林、社有林の保全

16. 平和と公正をすべての人に 寄付、環境教育

17. パートナーシップで目標を達成しよう 寄付、環境教育

認証・登録の適用範囲

対象事業

項　目 備　考
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 ３．環境経営方針

企業理念

　　　１．私たちは、自らの幸せと生きがいを、追求するためにここに集う

　　　１．私たちは、お客様の幸せを創出し、多くの新たなお客様づくりを推進する

　　　１．私たちは、法とその精神を守り、社会に貢献し、愛される企業づくりを推進する

基本理念

　　　当社は創業以来、いつの時代にあっても、豊かなカーライフを提案できる企業として、

　　　法とその精神を順守し地域社会に貢献することに努力しています。

　　　最近、世界的規模で環境問題が顕在化するにともない、当社としても事業活動において、

　　　地域環境や地球環境の保全活動に自主的かつ、積極的に取り組みをしていくことは経営の

　　　重要課題であるとの認識を更に強くしております。ここに「法令順守と社会貢献」という企業倫理

　　　の一環として、全従業員が環境保全を行い、継続的改善による環境経営に努めていく事を宣言します。

基本方針

　　１．事業活動に関わる環境関連の法規、条例、当社が同意するその他の要求事項を順守し、

　　　　環境汚染を未然に防止します。

　　２．環境経営目標、環境経営計画を立て、定期的に見直しを行います。

　　３．環境負荷の低減や環境改善を図るため、次の事項を重点的に取り組みます。

　　　　①私たちは、地球温暖化防止のため、節電、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞにより二酸化炭素排出量を削減します。

　　　　②私たちは、廃棄物の削減と、正しい分別でのリサイクルを推進します。

　　　　③私たちは、節水の推進に取り組みます。

　　　　④私たちは、お客様に環境情報を提供し、環境負荷の少ない車の普及を推進します。

　　　　⑤私たちは、お客様に点検整備の必要性とｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ情報を提供し、豊かなｶｰﾗｲﾌを提案します。

　　　　⑥私たちは、グリーン購入を推進します。

　　　　⑦私たちは、ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ・高知ﾄﾖﾍﾟｯﾄの森づくりを推進し、地域の環境保護活動に協力します。

　　　　⑧私たちは、有害性の化学物質を適正管理します。

　　４．この環境経営方針は全従業員に周知し、環境教育を通して環境問題への意識の向上を図ります。

　　５．環境への取組みを「環境経営レポート」としてまとめ公開します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定　2009年12月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定　2020年  6月  1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知トヨペット株式会社　　 　　　     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　西山　正晃
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４．環境管理組織体制

 ・環境経営方針の策定と見直し

 ・環境管理責任者を任命

 ・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を承認

 ・代表者による全体の評価と見直し

 ・環境活動レポートの承認

 ・経営における課題とチャンスの整理・明確化

 ・環境経営システムの運用のために必要な人、設備、費用、時間、

　 情報、技能、技術者の用意

 ・環境経営システムの構築、実施、管理、評価

 ・環境活動レポートの確認

 ・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を確認

 ・環境関連法規等取りまとめ表の承認

 ・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の承認

 ・教育訓練（緊急事態を含む）の実施を指示

 ・是正、予防処置の決定・指示

 ・内部監査の実施計画

 ・内部監査の実施、報告書作成

 ・内部監査是正処置の権限

 ・環境管理責任者の補佐

 ・環境負荷の自己チェック、環境への取り組みの自己チェックの実施

 ・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を作成

 ・環境活動の実績集計

 ・環境関連法規等取りまとめ表の作成

 ・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

 ・環境活動レポートの作成、公開

 ・自部門における環境経営システムの実施

 ・自部門における環境経営方針の周知

 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

 ・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

 ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

ヴィユーなかむら

EA21事務局

津野 智恵、小﨑 雄太

代表者

代表取締役

社長
西山 正晃

内部監査

総務室　西尾 直志
環境管理責任者

常務取締役 坂本 拓

EA21推進委員会

店長　井上 耕己 店長　前田 晃宏　 店長　小林 幸作

営業推進本部 卸団地本店 ヴィユーあさくら 野市店

店長　中越 康秀

須崎店

店舗グループ

総　務　部 販売グループ 販売第１グループ 販売グループ 販売グループ 販売グループ

新　車　部 特販グループ 販売第２グループ 店舗グループ 店舗グループ

常務取締役　坂本 拓 店長　田内 雅士

全従業員

Ｕ－Ｃａｒ部 店舗グループ 店舗グループ

サービス部

環境経営システム　役割・責任・権限表

担　当

代表者

環境管理責任者

内部監査員

EA21事務局

部門長

役　割　 ・　 責　任　 ・　 権　限
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５．環境経営目標

（１）2022年度 目標

項　目 単位

二酸化炭素排出量
ｋｇ-

CO2

電力使用量 kWh

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量 ﾘｯﾄﾙ

液化石油ガス（LPG） kg

一般・産業廃棄物排出

量
ｔ

産業廃棄物再資源化率 ％

水使用量 ｍ3

化学物質使用量 kg

ｸﾞﾘｰﾝ購入量 %

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売 %

（２）中長期目標

項　目 単位

二酸化炭素排出量
ｋｇ-

CO2

電力使用量 kWh

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量 ﾘｯﾄﾙ

液化石油ガス（LPG） kg

一般・産業廃棄物排出

量
ｔ

産業廃棄物再資源化率 ％

水使用量 ｍ
3

化学物質使用量 kg

ｸﾞﾘｰﾝ購入量 %

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売 %

※1　購入電力のCO₂排出係数は、2019年度より平成29年12月21日公表の四国電力の調整後排出係数0.529kg-CO₂/kWhを使用

※2　ｸﾞﾘｰﾝ購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（%）

※3　ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売は、新車販売台数全体に対するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の販売台数割合（%）

※4　基準年を2018年度に置き換えた目標に変更

※5　2022年に電力使用量を見直し（職場環境改善の為に全店工場へスポットクーラーを設置した事により）

36.7%

6,060

2,650

60.0%

41.0%

2018年度

(基準年)

47.9

417,650

416,753

84,823

16,491

94.9

2022年度

414,000

428,000

83,700

15,800

88.0

49.5

426,000

2025年度 2026年度

※電力使用量については、職場環境改善の為に2021年度から順次全店工場へスポットクーラー13基を設置しており、このために

　想定される増加量（2020年度実績と2021年度実績の差）を踏まえる中でこれを相当抑制することとし、2022年度は428,000kWh

　に見直しました（従来の目標値414,500kWhに増加量の5割強を加えたもの）。以後毎年500kWh削減としています。ただし、

　二酸化炭素排出量は、従来どおりとします。

6,197

425,500427,500

417,650 413,000 412,000 411,000 410,000

2,640

55.6%

83,100

2018年度

(基準年)
2027年度2023年度 2024年度

82,800

426,500

82,500

409,000

84,823 82,20083,400

416,753 427,000

94.9 78.086.0 84.0 82.0 80.0

16,491 14,80015,600 15,400 15,200 15,000

47.9 52.050.0 50.5 51.0 51.5

6,197 5,9606,040 6,020 6,000 5,980

2,640 2,4002,600 2,550 2,500 2,450

55.6% 65.0%61.0% 62.0% 63.0% 64.0%

36.7% 46.0%42.0% 43.0% 44.0% 45.0%
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６．環境経営計画

期間：2022年4月 ～ 2023年3月

活動内容 日程 担当責任者

・残業時間を削減し電気量の削減 通年

・空調フィルター、電気機器の定期清掃

　(暖房20℃±1℃、冷房27℃±1℃）

暖房：12～3月

冷房：7～9月

・パソコンの省電力機能を活かした節電

・使用していない部屋の電気や空調のOFFでの節電

・車両の空気圧点検、法定点検の実施

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなどｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの徹底

・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車やｴｺｶｰへの代替え

・身近の移動は自転車の使用の徹底

･集合会議をＷＥＢ会議に変更

・ごみ分別の管理徹底

・使えなくなった物の再利用の考案

・印刷前のプレビュー確認

・ｺﾋﾟｰ用紙の裏面利用

・修理時はエコ整備の実施（リビルト品）

・産業廃棄物有価金属等の分別の徹底

・産業廃棄物で再販できる物は再販して削減

・節水の徹底（節水ラベルの貼付）

・毎月水漏れの点検と使用量のﾁｪｯｸ

・使用量のフィードバック（グラフ化）

・冷却水取替時にｽｰﾊﾟｰLLC（長寿命ﾀｲﾌﾟ）  の全数使用

・ﾒｰｶｰ交換基準での交換

・ｴｺﾏｰｸ商品、ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ商品の購入

・詰め替え用の使用周知徹底

・環境負荷の少ない車の提案（アイドリングストップ車含む）

・燃料電池車のPR

・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ・協働の森（高知トヨペットの森）間伐

・植樹の苗木の提供

新車推進室

室長

営業推進本部

営業本部長

事務局

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売 通年

環境保護活動 年１回

燃料

使用量削減
通年

一般廃棄物削減

各店長

事務局

ｻｰﾋﾞｽ推進室

室長

総務室

室長

各店長

通年

通年

項目

CO₂

排出量削

減

化学物質適正使用

（ＬＬＣ）
通年

電力・LPG

使用量削減

通年

事務局

産業廃棄物削減

再資源化率向上

総排水量削減 通年

グリーン購入 通年
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７．環境経営目標の実績

（１）2022年度 実績

2018年度

（基準年） 目標 実績 目標差 評価

ｋｇ-CO2 417,650 414,000 418,637 4,637 ✕

kWh 416,753 428,000 427,092 ▲ 908 〇

ﾘｯﾄﾙ 84,823 83,700 61,934 ▲ 21,766 〇

kg 16,491 15,800 15,881 81 ✕

ｔ 94.9 88.0 96.0 8.0 ✕

％ 47.9 49.5 79.5 30.0 〇

ｍ3 6,197 6,060 5,788 ▲ 272 〇

kg 2,640 2,650 2,768 118 ✕

% 55.6% 60.0% 38.8% ▲ 21.3% ✕

% 36.7% 41.0% 46.0% 5.0% 〇

※1　購入電力のＣＯ2排出係数は、平成29年12月21日公表の四国電力の調整後排出係数0.529kg－CO2/kWh）を使用

※2　ｸﾞﾘｰﾝ購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（%）

※3　ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売は、新車販売台数全体に対するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の販売台数割合（%）

※4　評価 ： 目標達成　○、目標未達成　×

目標未達成項目に関する今後の取組

達成率

98.9%

99.5%

91.6%

95.7%

64.6%

2018年度 2020年度 2021年度
（基準年）

kg-CO2 417,650 373,697 463,830

kWh 416,753 402,894 428,716

ﾘｯﾄﾙ 84,823 50,823 77,591

kg 16,491 13,753 18,207

ｔ 92.0 95.0 92.9

% 42.5 79.8

ｍ3 6,197 6,126 6,057

kg 2,640 2,242 2,636

% 55.6% 45.0% 38.0%

% 36.7% 32.6% 39.2%

項　目 単位
2022年度(2022年4月～2023年3月)

二酸化炭素

電力使用量

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油

液化石油ガス

（LPG）使用量
産業・一般廃棄物 排出量

産業廃棄物再資源化率

総排水量

化学物質使

ｸﾞﾘｰﾝ購入量

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売

項目 　　　原因及び今後の対応

二酸化炭素排出量

主にスポットクーラーの設置に伴う電力使用量の増加による。換気の必要性も考慮

しながら、エアコンの温度設定管理を徹底し、電力使用量及び液化石油ガス

（LPG）使用量の削減に努める。

液化石油ガス

（LPG）使用量

コロナ禍という事もあり、換気をしながらの空調利用等となった。引き続き換気の

必要性も考慮しながら、エアコンの温度設定管理を行う。

産業・一般廃棄物 排出量
タイヤの値上がりに伴う駆け込み需要での廃タイヤの増加などによる。再資源化は

進んでおり一層これに取り組むとともに、DX化推進などにより削減に繋げる。

化学物質使用量
車検入庫台数増加の為。今後、長寿命タイプのLLCの普及に伴い、削減が図られる

ものと思われる。

ｸﾞﾘｰﾝ購入量
コロナ禍に伴う低価格重視での商品購入が多くなっている為、価格も考慮する中で

出来る限りグリーン商品を購入する。

項　目 単位

二酸化炭素排出量

電力使用量

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量

液化石油ガス（LPG）

産業廃棄物排出量

産業廃棄物再資源化率

総排水量

化学物質使用量

ｸﾞﾘｰﾝ購入量

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売
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８．環境経営計画の取組結果とその評価
目標　　　　：達成○　未達成×

期間：2022年4月 ～ 2023年3月 計画（活動）：実施○　実施不十分△　未実施×

活動内容 取組結果・評価 今後の取組

・残業時間を削減し電気量の削減
目標達成状況　〇

活動実施状況　○

・空調フィルター、電気機器の定期清掃

　(暖房20℃±1℃、冷房27℃±1℃）

・パソコンの省電力機能を活かした節電

・使用していない部屋の電気や空調のOFFでの節電

・車両の空気圧点検、法定点検の実施
目標達成状況　〇

活動実施状況　○

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなどｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの徹底

・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車やｴｺｶｰへの代替え

・身近の移動は自転車の使用の徹底

・集合会議をＷＥＢ会議に変更

・ごみ分別の管理徹底
目標達成状況　×

活動実施状況　○

・使えなくなった物の再利用の考案

・印刷前のプレビュー確認

・ｺﾋﾟｰ用紙の裏面利用

・修理時はエコ整備の実施（リビルト品）
目標達成状況　〇

活動実施状況　○

・産業廃棄物有価金属等の分別の徹底

・産業廃棄物で再販できる物は再販して削減

・節水の徹底（節水ラベルの貼付）
目標達成状況　〇

活動実施状況　○

・毎月水漏れの点検と使用量のﾁｪｯｸ

・使用量のフィードバック（グラフ化）

・冷却水取替時にｽｰﾊﾟｰLLC(長寿命ﾀｲﾌﾟ)の全数使用
目標達成状況　×

活動実施状況　○

・ﾒｰｶｰ交換基準での交換

旧型車への長寿命タイプ注入を

徹底するとともに、再使用でき

るものは活用した。なお、旧型

車以外は長寿命タイプを注入済

み。

・ｴｺﾏｰｸ商品、ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ商品の購入
目標達成状況　×

活動実施状況　△

・詰め替え用の使用周知徹底

コロナ禍に伴う低価格重視によ

り、グリーン商品・エコマーク

商品優先の購入が難しかった。

・環境負荷の少ない車の提案（アイドリングストップ車含む）
目標達成状況　〇

活動実施状況　○

・燃料電池車のPR

燃料高騰もあり環境負荷の少な

い車の提案がスムーズに受け入

れられ、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の比率に繋

がった。

・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ・協働の森（高知ﾄﾖﾍﾟｯﾄの森）間伐 活動実施状況　○

・植樹の苗木の提供

協働の森ﾊﾟｰﾄﾅｰ「高知ﾄﾖﾍﾟｯﾄの

森」の間伐によりCO₂を1ｔ吸収

できた。

グリーン購入

価格も考慮する中で出来る

限りグリーン商品・エコ

マーク商品を購入する

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売

引き続きハイブリッド車の

良さをアピールし推販して

いく

環境保護活動 引き続き継続していく

総排水量削減
引き続き使用量を意識し、

節水を意識する入庫車の洗車範囲を制限し、洗

車機の使用回数が減少した。

化学物質適正使用

（ＬＬＣ）

引き続き長寿命タイプの使

用を推進していく

一般廃棄物削減

勤怠システムを導入し更な

るペーパーレス化に取り組

む

rakumo導入による社内申請書の

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化に取り組んだ。

また、会議ではﾀﾌﾞﾚｯﾄを使用し

紙資料がほぼ無くなった。

産業廃棄物削減

再資源化率向上
引き続き分別を徹底する

産業廃棄物の分別が徹底でき

た。この結果、再資源化が一層

図られていることが確認でき

た。

項目

CO₂

排出量

削減

電力

ＬＰＧ

使用量

削減

引き続き換気の必要性も考

慮しながら、エアコンの温

度設定管理を行う

コロナ禍という事もあり、換気

をしながらの空調利用等となっ

た。

2023年1月からは、営業時間を1

時間短縮している。

燃料

使用量

削減

引き続きエコドライブの徹

底と、社用車や準社用車を

エコカーへ代替えしていく

集合会議を減らし、社内会議の

ＷＥＢへの切り替えを徹底し

た。

なお、コロナ禍という事もあ

り、お客様宅や法人客への訪問

が減った。
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９．次年度取り組み内容

環境経営目標

（１）2023年度 目標

二酸化炭素排出量 kg-CO2

電力使用量 kWh

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量 ﾘｯﾄﾙ

液化石油ガス（LPG） kg

一般・産業廃棄物排出量 ｔ

産業廃棄物再資源化率 ％

水使用量 ｍ3

化学物質使用量 kg

ｸﾞﾘｰﾝ購入量 %

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売 %

（２）中長期目標

二酸化炭素排出量 kg-CO2

電力使用量 kWh

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量 ﾘｯﾄﾙ

液化石油ガス（LPG） kg
一般・産業廃棄物排出

量
ｔ

産業廃棄物再資源化率 ％

水使用量 ｍ3

化学物質使用量 kg

ｸﾞﾘｰﾝ購入量 %

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売 %

*1 購入電力のCO₂排出係数は、2019年度より平成29年12月21日公表の四国電力の調整後排出係数0.529kg-CO₂/kWhを使用

*2 ｸﾞﾘｰﾝ購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（%）

*3 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売は、新車販売台数全体に対するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の販売台数割合（%）

*4 基準年を2018年度に置き換えた目標に変更

36.7% 47.0%43.0% 44.0% 45.0% 46.0%

55.6% 66.0%62.0% 63.0% 64.0% 65.0%

2,640 2,3502,550 2,500 2,450 2,400

6,197 5,9406,020 6,000 5,980 5,960

47.9 52.550.5 51.0 51.5 52.0

94.9 76.084.0 82.0 80.0 78.0

16,491 14,60015,400 15,200 15,000 14,800

84,823 81,90083,100 82,800 82,500 82,200

416,753 425,500427,000 426,500 426,000 425,500

36.7% 42.0%

2027年度

417,650 408,000412,000 411,000 410,000 409,000

6,197 6,040

2,640 2,600

55.6% 61.0%

16,491 15,600

94.9 86.0

47.9 50.0

417,650 413,000

416,753 427,500

84,823 83,400

項　目 単位
2018年度

(基準年)
2023年度

単位項　目 2028年度2024年度 2025年度 2026年度
(基準年)

2018年度
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環境経営計画

期間：2023年4月 ～ 2024年3月

活動内容 日程 担当責任者

・クールビズの実施期間延長（10月末迄） 5～10月

・空調フィルター、電気機器の定期清掃

　(暖房20℃±1℃、冷房27℃±1℃）

暖房：12～3月

冷房：7～9月

・パソコンの省電力機能を活かした節電

・不要な照明の消灯・節電の徹底

・車両の空気圧点検、法定点検の実施

・アイドリングストップなどエコドライブの徹底

・ハイブリッド車やエコカーへの代替え

・可能な限りＷＥＢ会議へ切替

・ごみ分別の管理徹底

・タブレット使用による会議資料のペーパーレス化

・印刷前のプレビュー確認

・コピー用紙の裏面利用

・修理時はエコ整備の実施（リビルト品）

・産業廃棄物有価金属等の分別の徹底

・産業廃棄物の再販

・節水の徹底（節水ラベルの貼付）

・毎月水漏れの点検と使用量チェック

・使用量を数値にてフィードバック

・冷却水取替時にｽｰﾊﾟｰLLC（長寿命ﾀｲﾌﾟ）  の全

数使用

・メーカー交換基準での交換

・エコマーク商品、グリーンマーク商品の購入

・詰め替え用の使用周知徹底

・環境負荷の少ない車の提案（アイドリングス

トップ車含む）

・燃料電池車のPR

・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ・協働の森（高知トヨペットの

森）間伐

・植樹の苗木の提供

環境保護活動 年１回
新車推進室

室長

項目

CO₂

排出

量

削減

電力

ＬＰＧ

使用量

削減

事務局

通年

燃料

使用量

削減

通年
環境管理責任者

営業推進本部

一般廃棄物削減 通年

事務局

産業廃棄物削減

再資源化率向上

グリーン購入 通年
総務室

室長

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

販売
通年 各店長

通年

総排水量削減 通年 各店長

化学物質適正使用

（ＬＬＣ）
通年

ｻｰﾋﾞｽ推進室

室長
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（1）適用される環境関連法規の遵守状況と評価

（2）環境関連法規の違反・訴訟・苦情等

１１．代表者による全体評価と見直しの結果

 ※以上を踏まえ、環境経営計画については、見直す。なお、環境経営方針、環境経営目標、環境管理組織体制は見直し必要なし。

2022年4月1日から2023年3月31日までの1年間、当社に於いて環境関連法規への違反は無く、関係機関からの指摘も受けておりません。

また、同様に2022年4月1日から2023年3月31日までの1年間、訴訟や、地域住民の方などからの苦情についても同様にありませんでした。

昨年度に目標未達成であった「ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車販売」は、改善し目標を達成することができました。

「電力使用量」は、2022年度からの目標を見直した結果、目標達成となりましたが、「二酸化炭素排出量」「液化石油ガス（LPG）」は、

わずかながら目標を達成できませんでした。

「産業・一般廃棄物排出量」の目標未達が続いており、改善に向け原因の詳細な分析を行い、対応等の見直し・強化を図ってください。

「ｸﾞﾘｰﾝ購入量」が大幅に不足しており、来年度は総務室が中心となり、消耗品などのグリーン購入を推進して下さい。

本店 あさくら 野市 須崎 なかむら

12条

12条の3

・保管基準の遵守

・委託基準の遵守（収集運搬業者、処分業者との契約、許可証写し保管）

・マニフェストの交付管理

産廃処理委託契約書

マニフェスト

廃棄物置場

○ ○ ○ ○ ○

第6条

施行規則2条

・産業廃棄物の指定制度廃止（2011年3月31日）に伴い4月以降はタイヤ

　の産業廃棄物を取り扱う場合、廃棄物処理法に沿って適正に処理する

　（廃タイヤの適正保管、処理委託契約、マニフェストの交付･管理等）

廃タイヤ ○ ○ ○ ○ ○

第16条

第16条の2

・不法投棄の禁止

・不法焼却の禁止（一定の場合を除く）
廃棄物全般 ○ ○ ○ ○ ○

自動車リサイクル法

(使用済自動車の再資

源化に関する法律)

第9条、第10条

第42条、第43条

・使用済み自動車の引き取りと許可解体業者への引渡し

・取引解体業者に対し適正処理確認

・使用済み自動車の引取業の登録

使用済み自動車 ○ ○ ○ ○ ○

第5条、第12条
・特定施設の設置届出（自動洗車機）、排水基準の遵守

　油水分離槽の設置、日常点検清掃、汚泥の処理（廃棄物処理業者に委託）
○ ○ ○ ○ ○

第14条の2 ・事故時の措置

第14条の4
・事業者による排出水の排出規制等に関する措置、汚水・廃液の公共用水域

　への排出又は地下への浸透状況の把握及び汚濁防止の必要な措置の実施

第10条、第11条 ・浄化槽の定期点検、年1回の浄化槽の清掃と水質検査の実施

第3条
・し尿・雑排水の浄化槽の処理後でない場合の公共用水域への放流禁止

　浄化槽使用者の「浄化槽の使用に関する準則」の遵守

第4条 ・浄化槽の基準等の遵守

下水道法

高知市下水道条例

香南市下水道条例

第11条、第12条

第12条の2

第12条の3

第13条

法第12条の9

・公共下水道の使用を開始、停止、廃止、再開したときの届出

・特定事業場から下水を公共下水道に排除する者の排除基準への

　適合、適合のための除害施設の設置または必要な措置の実施

・し尿の水洗便所による排除

・事故時の措置

トイレ 〇 - 〇 - -

騒音規制法
第5条

第6条

・規制基準遵守

・特定施設の設置届出（設置の30日前まで）

空気圧縮機（ｺﾝﾌﾟﾚｯ

ｻｰ）

送風機

○ ○ ○ ○ ○

振動規制法
第5条

第6条

・規制基準遵守

・特定施設の設置届出（設置の30日前まで）

空気圧縮機（ｺﾝﾌﾟﾚｯ

ｻｰ）
○ ○ ○ ○ ○

高知県公害防止条例 第8条、第9条

・高知県環境基本条例第３条に定める環境の保全及び創造についての

　基本理念にのっとり公害の防止が図られるように努める

・特定施設の設置届出、規制基準の遵守

送風機（自動洗車機）

空気圧縮機（ｺﾝﾌﾟﾚｯ

ｻｰ）

- - ○ ○ ○

高知市公害防止条例 第9条、第11条

・高知市環境基本条例第３条に定める環境の保全及び創造についての

　基本理念にのっとり公害の防止が図られるように努める

・工場等の設置届出、規制基準の遵守

送風機（自動洗車機）

空気圧縮機（ｺﾝﾌﾟﾚｯ

ｻｰ）

○ ○ - - -

一般高圧ガス保安規則 第4条、第12条

・高圧ガス製造事業の届出

　自動車燃料タンクの配管内に窒素ガスを充填しＬＰＧガス、Ｈ²を配管内

　に押し戻す装置を設置する場合

窒素ガスボンベ ○ ○ ○ ○ ○

高圧ガス保安法 第15条
・取り扱う高圧ガスの種類・量による製造者、移動、貯蔵、消費の規制

・容器・充填に関する規制
窒素ガスボンベ 〇 〇 - - -

第10条、第11条

第13条
・危険物給油取扱所の許可申請等、危険物保安監督者の常駐

第16条の3 ・事故時の措置、通報

高知市火災予防条例

幡多中央消防組合火

災予防条例

　（消防法）

第30条、第31条

第46条

（法第9条の4）

・少量危険物貯蔵取扱の届出、技術上の基準の遵守 第４類危険物貯蔵量

新油庫　、廃油庫
○ ○ ○ - ○

第16条
・第1種特定製品（業務用エアコン）の管理者の判断基準に基づく措置の

　実施（簡易定期点検、定期点検、点検整備の履歴の記録・保管など）

第41条、第43条

第45条

第45条の2

・廃棄等に際しての第1種フロン類回収業者へのフロン類の引き渡し

　（回収依頼書、委託確認書の交付、引取証明書の受け取り）

・第1種特定製品を引取等業者に引き渡す時、引取証明書などの写し交付

第86条 ・フロン類の放出の禁止

地球温暖化対策推進

法

第23条、第24条

第25条

・事業活動に伴う排出削減等に努力

・排出量のより少ない日常生活用品の製造等とその排出量に関する

　情報提供に努力（これらについての排出削減等指針）

電化製品全般 ○ ○ ○ ○ ○

省エネ法

第4条

第5条

・エネルギー使用者のエネルギー使用合理化への努力、電気需要最適化に

　資する措置実施に努力

・判断基準に基づく措置の実施

電化製品全般 ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物処理法

(廃棄物の処理及び清

掃に関する法律)

水質汚濁防止法
自動洗車機

油水分離槽

評　価
関係する法令・条例等

該当する

条項等
該当する要求事項・活動 該当する施設・項目

○ ○ ○ ○

フロン排出抑制法 業務用エアコン

○

-

浄化槽法 合併浄化槽

消防法 危険物給油取扱所

-

○ ○ ○ ○ ○

○ - ○ ○

○ ○ - -

- 11 -



１２．その他の取り組み

（1）CO2排出量削減

・協働の森パートナー 「高知トヨペットの森」

森林再生及び地域との交流を進めることについての協定を、2010年から

高知県・土佐市と結んでいます。

土佐市役所に「高知トヨペットの森」から切り出した間伐材を使用した

ベンチとソメイヨシノの苗木を贈呈しました。

・太陽光発電 設置

2013年3月、ヴィユーあさくらに太陽光発電（容量14.5ｋｗ）を設置しました。

標記森林のCO2吸収量（ｔ-CO₂）

2013年 43ｔ

2014年 52ｔ

2015年 35ｔ

2016年 28ｔ

2017年 26ｔ

2018年 27ｔ

2019年 2ｔ

2020年 3ｔ

2021年 3ｔ

2022年 1ｔ

計 220ｔ

2013年度 20,004 840,168 8,141.6

2014年度 20,174 869,290 8,210.8

2015年度 19,576 845,678 7,967.4

2016年度 13,611 579,524 5,539.7

2017年度 13,949 602,591 5,677.2

2018年度 18,044 779,497 9,545.2

2019年度 17,629 766,378 9,325.7

2020年度 17,795 782,980 9,413.5

2021年度 17,361 763,884 9,183.9

2022年度 11,466 502,392 6,065.5

計 7,501,991 7,411,453 79,070.5

※2018年よりCO₂排出係数の0.529kg-CO₂を使用

年度
販売電力量

(kWh)

販売金額

(円)

CO₂削減量

（㎏-CO₂）
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（２）外国人留学生の受け入れや、高齢者、障害者雇用

高知トヨペットでは、外国人技能実習生（フィリピン人2名）の受け入れています。

また、高齢者（65歳以上5名）や障害者（4名）の方も社員同様に、楽しく無理なく

働いていただいてます。

（3）電子署名導入

2020年3月から電子署名を導入し、ペーパーレス化に取り組んでいます。

工場で火災やオイルが流出した想定での訓練で職場全員が対応できるよう

事務局が教育訓練をしています。

（4）緊急訓練記録の手順の講習
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